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広げようスキルアップの輪

第６回　緊急消防援助隊教育科「航空隊長コース（第24回）」

共

共

学に

に

び
成長

　皆さん、内外部を問わず様々な研修を受講されるかと思いますが、研修で得た知
識を自分だけのものにしているのがもったいないと感じたことはありませんか？
　このコーナーは、研修受講者が研修の良かった点や他の人に伝えたいと感じたこ
とを紹介し、皆さんと共有するコーナーです。共に学び共に成長しましょう！

…
…

学
医
空
航
■

×

に
り
わ
お

左：プレゼンする筆者。
　　テーマは「全国の消防ヘリが活動した災害事例」。
右：校外研修での集合写真（埼玉県防災センターにて）



今回で最終回となる「ジョカツ!!」。 
消防吏員として、女性活躍社会の礎を築かれ
た先輩方、道を切り開き続ける後輩の皆さん、
互いに高め合う同僚に加え、自らもその中心
で尽力されている平野消防署の金井署長に
お話を伺いました。
「共に歩んでいくこと」を後押しする言葉を
いただきます。
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【１～３年目】
　大阪市消防学校入校
　天王寺消防署予防担当
【４年目】
　消防士長昇任
　城東消防署予防担当
【５～８年目】
　消防局総務部総務課広報担当
【９年目】
　消防司令補昇任
　中央消防署予防担当
【10～11年目】
　消防局総務部総務課庶務担当
【12～13年目】
　総務省消防庁へ派遣
　消防・救急課財政係
【14～15年目】
　消防局総務部総務課庶務担当
【16～17年目】
　消防司令昇任
　西成消防署救急担当司令
【18～19年目】
　消防局救急部救急課
　予防救急担当係長
【20年目】
　消防局企画部企画課
　広報担当係長
【21年目】
　消防局総務部総務課
　庶務担当係長
【22年目】
　消防司令長昇任
　天王寺消防署警防副署長
【23年目】
　消防局総務部総務課
　文書担当副課長
【24～25年目】
　消防局予防部予防課
　地域担当副課長
【26年目】
　消防監昇任
　消防局企画部
　高度専門教育訓練センター所長
【27～28年目】
　消防局救急部救急課長
【29年目】
　消防正監昇任
　平野消防署長

◆ 経　歴 ◆
平成９年
大阪市消防局採用
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今回のテーマは 「 処置の継続観察 」
（救急部救急課）

　このコーナーでは、「安全文化の醸成と安全管理の徹底」を図ることを目的に、消
火・救助・救急など過去の事故事例を振り返り、事例からの学びについて紹介していき
ます。ここで紹介する内容が、皆さんの日々の活動に役立ち、プロフェッショナルとして
の安全意識をさらに高める一助となることを願っています。
　今回は、心肺停止状態の傷病者へ特定行為※1を実施し病院へ搬送。病院到着後に
医師より挿管チューブの誤挿管の疑いについて指摘を受けた事例を紹介します。
                                                          ※１ 特定行為：気管挿管、静脈路確保、アドレナリン投与

　本事案は、換気確認を行った医師とその上司の医師から、挿管を実施した当初からの食道挿管の
疑いについて指摘を受けましたが、挿管実施者は病院到着まで確実な手順で換気確認を行ってお
り、そのことを医師に伝えるとともにカプノメーター※2のデータからも適切な挿管であったことが確認
されました。しかし、救急活動要領で定められている気管挿管引継ぎについて遵守できていない事項
（今回は下表の「対処内容」下線部分）もあり、今後同様の事案を発生させないためにも救急活動要
領を再確認し、徹底していきましょう。

　令和７年４月、勤務中の40歳代男性が職場内で気分不良を訴え意識朦朧となったため、救急要
請。救急隊到着時、傷病者は同僚に付き添われ職場内で倒れており、心肺停止状態。現場にて救
急隊が除細動及び特定行為を実施後、車内収容前に自己心拍が再開し、病院へ搬送するまでの
間、容態に変化なし。病院到着後に医師による気管挿管の換気確認の際に誤挿管の疑いを指摘さ
れた事例。

呼気に含まれる二酸化炭素を測定する機器。ＥＴＣＯ２値（呼気二酸化炭素分
圧）で換気が行えていること、また継続的にカプノグラフ（波形）が表示されてい
ることが確認できれば、挿管チューブの位置が適正である指標となる。

傷病者をベッドへ移動する直前
に、携帯用カプノメーターの値
及び波形を医師とともに確認

し、移動後にすみやかに換気確

認を依頼すること。なお、気管
挿管認定救急救命士は、やむを
得ない事情がない限り、医師の
換気確認に立ち会うこと。

携帯用カプノメーターを気管内
チューブに装着したまま、チュー
ブの状態に注意を払い、初療室
まで移動すること。

気管挿管認定救急救命士自ら、
カプノメーターの値及び波形が
適正であることを確認し、医師
がいる場合は、その他の換気確

認項目も併せて、その場で医師

に対して報告すること。

※２ カプノメーター：

事
例
紹
介

【車内収容前】

【車内収容後】
【病院到着時】

・救急隊接触時、ＣＰＡを確認（心電図波形：ＶＦ）、除細動及び同期ＣＰＲ実施。
・ビデオ喉頭鏡にて気管挿管完了。換気確認結果良好。
・静脈路確保完了後、アドレナリン投与。（投与前心電図波形：ＶＦ）
・心拍再開。（除細動計２回実施）
・換気確認実施。（チューブくもり：有、換気良好、ＥＴＣＯ２値（呼気二酸化炭素分圧）：有）
・傷病者の状態に変化なし。医師の眼前で換気確認実施。
・初療室ベッド上へ移動後、医師による換気確認実施。
　胸部に換気音を認めるが、心窩部にも雑音があり、と上司の医師へ報告後、医師が
　チューブを抜管。

事
案
詳
細

　本事案は、心肺停止傷病者に特定行為を実施し、心拍が再開した後も観察を継続し、病院到着ま
で適切な呼吸管理ができていたことからも模範的な活動であったと言えます。
　継続観察を怠ると、誤挿管になっていても気づくことができず、傷病者への影響は計り知れないも
のとなります。救急活動はいかなる状況下でも、傷病者への『観察→処置→評価』の繰り返しである
ことを再認識し、これからも安全な救急活動に努めていきましょう。

過
去
か
ら
の
学
び

さ
い
ご
に

②

③ ④気管挿管引継ぎ

救急車病院到着時
（ストレッチャーによる搬入前）

場面

対処
内容

病院内移動時 傷病者を初療室ベッドへ移動時



　「努力は必ず報われる」 という言葉は人にエールを送るときによく使われます。 しかし世界的に有名なサッカー

アルゼンチン代表のメッシは次の名言を残しています。

　「努力すれば報われる？そうじゃないだろ。 報われるまで努力するんだ」

　この言葉には、 成功を手にするためには単に努力するだけではなく、 結果が出るまで諦めずに続けることが

重要だという強いメッセージが込められているのではないでしょうか？

担 当 者 T よ も や ま 話の

　こんにちは、高度専門教育訓練センター人材育成担当です。

　このコーナーでは人材育成を推進するにあたり、指導をする上で役立つ「ヒント」を掲載しています。

皆さまの指導者としての能力向上にむけ、職場でのより良い人材育成につながることを願っております。

ー　学習曲線とは　ー

　学習や訓練に費やした労力に対して、 知識・パフォーマンスの向上や習熟度合いの関係性をグラフに表

したものです。 1885年にドイツの心理学者ハーマン・エビングハウスによって提唱されました。

　横軸は学習時間や練習回数など費やした労力量、 縦軸は習熟度やパフォーマンスの向上度合を示してい

ます。 努力に比例して上達すると誤解されがちですが、実際のグラフの形は、技術や知識の難易度・時期（初

期段階など）・実施する環境 （適切な支援の有無など） によって変わります。

　これは、 人材育成の過程で成長度合の判別に役立つ考え方となります。
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知っておきたい
学習曲線

◎ 成長が一時的に停滞する高原期【プラトー】の存在･･･
　指導する場面において、 学習時間の量に比例して部下や後輩の習熟度が右肩上がりに伸びることが理想で

しょう。 しかし誰しも学習が停滞する時期を経験します。

　プラトーは決してマイナスではありませんが、 成長を実感できない期間であるため、 「自分には無理だ」 「能

力の限界だ」 と思い込んでしまうことも。 この時期が続くと学習意欲は下がり、 成長する見込みがあるにもか

かわらず諦めてしまうことに繋がりかねないため、

準備期：基礎を習得する初期段階

高原期：成長が一時的に停滞する時期

発展期：学習が効率的に進む時期

指導者としては、「プラトーは成績が上がる前兆である」と捉え、適切に支援しましょう！

学習曲線の3つのステージ
 正の加速曲線

 負の加速曲線

 S字型曲線
労力量

向
上
度
合

高原期 発展期準備期

困難な課題に取り組む場合

はじめは成果が出ないが、困難を克服して徐々
に学習が進む。

容易な課題に取り組む場合

はじめは急速に学習が進むものの、後になるほ
ど成長が鈍化する。

容易でも困難な課題でもない場合

前半は正の加速曲線、後半は負の加速曲線の
ように成果が表れる。



第22回　緊急消防援助隊近畿ブロック合同訓練
　　　　　―後方支援活動訓練について―

災害現場での活動を支える「警防部 警防課」。
「ケイボウタイムズ」では、毎号、警防課の各担当によ
る「この時期だから伝えたい」旬なネタを掲載するほか、
警防課が取り組む施策や事業についてお伝えします。

災害現場での活動を支える「警防部 警防課」。
「ケイボウタイムズ」では、毎号、警防課の各担当によ
る「この時期だから伝えたい」旬なネタを掲載するほか、
警防課が取り組む施策や事業についてお伝えします。

～警防課の「いま」を伝える～

警防課〈警防対策〉

10

25

18

設営されたエアーテント デコンタミネーションを行っている様子

夕食時の食事受け取り場所 物資の搬入
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図　宿営場所の設営イメージ
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通常
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デコンタミネーション
エリア

デコンタミネーション
エリア



高度専門教育訓練センター

センター教育 ・研修を徹底解剖

第18回　次代を担う消防人を育てる！新任教育のすべて

Just Do It !Just Do It !

講義 「ハラスメント対策」

グループワーク 「交通事故防止」

今月の担当教官（山田）のひとこと

　新任教育が終了しても、自己研鑽の日々は終わりません。気持ちを新たに、これからも知識・

技術の習得に努め、立派な消防人としての道を歩んでほしいと思います。

山田 悟司
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   その始まりは、明治43年（1910年）、大阪市消防規定の制定に伴い、
西区の大阪府警察部西消防署内に設置された「大阪市消防教習所」に
遡ります。その後、大正７年に天王寺区に移転し、名称も大阪府消防
訓練所と改称されました。大阪府の消防練習所としての位置付けでし
たが、昭和23年に大阪市消防練習所と大阪府立消防訓練所に機能分
離された後、昭和25年に大阪市消防練習所のほうは消防学校に改称
され、その翌年に消防学校（城東区）が誕生しました。
　昭和51年には、東大阪市（現高度専門教育訓練センター）に移転し
ますが、平成26年４月に再び機能統合され、初任学校教育は大阪府
立消防学校（大東市）に一本化されて現在に至ります。

C
O
L
U
M 消防学校の歴史
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各種ポケットは、用途に応じてマチの形を変え
　ている。
・左胸ポケットには聴診器等を収納できる。
・左袖上部にペンさしを装備している。
・両脇ポケット（雨蓋付き）には前に膨らむマチが
　ついており、シューズカバーや手袋を入れやすい。

背面のウエストに平ゴムを入れることで、めくれ上が
　らないようにしている。
ブルゾンにすることで丈を短めに設定。
ブルゾンにすることでストレッチャーなどへの生地
　の巻き込みを防いでいる。
夜間でも視認しやすいように反射布を施している。

枚方寝屋川消防組合 神戸市消防局 名古屋市消防局

大阪市消防局の感染防止衣とその特徴

他消防本部で導入されているリユースタイプの感染防止衣


